
統一地方選挙が行われます…②
国民年金のお知らせ…④
公営企業及び第三セクターの

財務状況をお知らせします…⑥
白鷹町町民・小中学校スキー大会の結果…⑨
古典桜の里 “しらたか” へ…⑭
由佳のエジプト日記（その①）…⑮

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:kikaku@so.town.shirataka.yamagata.jp  ホームページ : http://www.town.shirataka.lg.jp編集と発行／白鷹町総務課

　スノーモービル乗車体験　　―　スキー場まつり　―
　２月27日、町営スキー場で第29回白鷹スキー場祭りが開催されました。当日は天候に恵まれ、町内外から多くのお客さ

まが訪れ、リフトも長蛇の列となりました。スノーモービル乗車体験は、小学校低学年以下が対象でしたが、こちらにも長

い列が…。乗車したとたん、子どもたちの顔は笑顔になっていました。
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●
投
票
で
き
る
か
た
は

◇
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
で
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以

降
に
山
形
県
内
の
市
町
村
か
ら
白

鷹
町
に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
以

前
の
住
所
地
で
投
票
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
前
住
所
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

　

平
成
23
年
１
月
18
日
以
前
か
ら

引
き
続
き
白
鷹
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、

平
成
３
年
４
月
25
日
以
前
に
生
ま

れ
た
か
た
（
満
20
歳
以
上
）
で
す
。

●
投
票
時
間
は

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

（
た
だ
し
、
黒
鴨
、
針
生
投
票
区

は
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

で
す
。）

●
投
票
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　

事
項

◇
入
場
券
に
つ
い
て

　

入
場
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
紛
失
し
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

の
入
場
券
は
３
月
17
日
現
在
の
居

住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
３
月

18
日
以
降
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

の
入
場
券
は
４
月
７
日
現
在
の
居

住
地
で
発
行
し
ま
す
の
で
、
４
月

８
日
以
降
転
居
さ
れ
た
か
た
は
、

前
居
住
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
代
理
投
票
に
つ
い
て

　

身
体
の
都
合
な
ど
で
字
が
書
け

な
い
場
合
で
も
、
投
票
所
で
申
し

出
れ
ば
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
て
く

だ
さ
い
。

統一地方選挙が行われます

４月10日（日）
山形県議会議員選挙

４月24日（日）
白鷹町議会議員選挙

選挙権　無だにするなと　子どもの目
（平成22年度白鷹町明るい選挙啓発標語）

この標語は、平成22年度明るい選挙啓発標語募集で最優秀賞となりました小関麻誉さん（東中学校１年）の作品です。

選挙へ行こう！
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●
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

◇
他
の
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い

る
か
た
は

　

業
務
に
従
事
す
る
た
め
他
の
市

町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
郵
便
で
投
票
用
紙
を

請
求
し
て
か
ら
投
票
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
た
め
、
郵
便
の
往

復
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
で
請

求
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
か

た
は

　

白
鷹
町
立
病
院
や
白
光
園
な
ど

の
施
設
に
入
院
中
の
か
た
は
、
そ

の
場
所
（
施
設
内
）
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
職
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

　

投
票
制
度
に
つ
い
て

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

度
と
は

　

身
体
障
が
い
者
の
か
た
で
両
下

肢
等
の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
若

し
く
は
２
級
の
か
た
、
内
臓
機
能

の
障
が
い
の
程
度
が
１
級
若
し
く

は
３
級
の
か
た
、
免
疫
・
肝
臓
の

障
が
い
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
両

下
肢
若
し
く
は
体
幹
の
障
が
い
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
の
か
た
、
内
蔵
機
能
の
障
が

い
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３

項
症
ま
で
の
か
た
、
ま
た
は
介
護

保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
要
介
護

５
の
か
た
（
い
ず
れ
も
自
書
す
る

こ
と
が
可
能
な
か
た
）
を
対
象
と

し
、
投
票
所
へ
行
か
な
く
て
も
自

宅
で
投
票
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。

※
な
お
、
自
宅
で
﹁
郵
便
等
に
よ

る
不
在
者
投
票
﹂
を
す
る
た
め
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す

る
﹁
郵
便
等
投
票
証
明
書
﹂
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
か
た
は
お
早
め
に
申
請
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

代
理
記
載
制
度
と
は

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
か
た
の
う
ち
、

身
体
障
害
者
の
か
た
で
上
肢
も
し

く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級

の
か
た
、
戦
傷
病
者
の
か
た
で
上

肢
も
し
く
は
視
覚
の
障
害
の
程
度

が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で

の
か
た
は
、
代
理
記
載
の
方
法
に

よ
り
自
宅
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
﹁
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
﹂
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
申
請
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　白鷹町議会議員選挙立候補予定者説明会及び出納責任者事務説明会
　
　●日　時　３月17日（木）午後１時30分～
　●場　所　中央公民館３階大会議室
　●その他　会場の都合上、１候補者につき３人までの出席とさせていただきます。

お知らせ

■問い合わせ　選挙管理委員会事務局（☎85－2111）

●
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

◇
期
日
前
投
票
と
は

　

選
挙
は
、
投
票
日
に
投
票
所
に

お
い
て
投
票
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
て
い
ま
す
が
、
期
日
前
投
票
は
、

投
票
日
前
で
あ
っ
て
も
、
投
票
日

と
同
じ
よ
う
に
投
票
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
（
投
票
用
紙
を
直
接
投

票
箱
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
）

制
度
の
こ
と
で
す
。

　
◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
か
た

　

投
票
日
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
で
不
在
に
な
る
か
た
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

①
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
や
む
を
得
な

　

い
用
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
か
た

②
疾
病
、
出
産
な
ど
で
、
投
票
日

　

当
日
に
投
票
で
き
な
い
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
る
か
た

③
自
分
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

　

外
に
お
い
て
旅
行
中
ま
た
は
滞

　

在
中
の
か
た

◇
期
日
前
投
票
の
場
所
と
日
時

①
山
形
県
議
会
議
員
選
挙

●
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

　

実
習
室

●
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
４
月

　

２
日
）か
ら
投
票
日
の
前
日（
４

　

月
９
日
）
ま
で

②
白
鷹
町
議
会
議
員
選
挙

●
場
所　

中
央
公
民
館
１
階
文
化

　

実
習
室

●
日
時　

告
示
日
の
翌
日
（
４
月

　

20
日
）か
ら
投
票
日
の
前
日（
４

　

月
23
日
）
ま
で

※
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

※
土
、
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

※
告
示
日
の
翌
日
な
ど
で
入
場
券

　

が
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
期

　

日
前
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
の
で
、
期
日
前
投
票
所
の
受

　

付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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平成23年３月～平成24年３月
『移動年金相談日』のごあんない
　〈相談日〉　　　　　　　　　　　　

　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分
　　　　　　　午後１時～１時30分
　●開始時刻　午前10時～、午後１時～
　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）
　※会場は都合により館内別室になる場合があります。
　　ロビーの案内板をご確認ください。
　●内　　容　年金のことならなんでも
　■主　　催　米沢年金事務所

　　　　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

平成23年 ３月23日（水） 10月26日（水）
４月27日（水） 11月24日（木）
５月25日（水） 12月28日（水）
６月22日（水） 平成24年 １月25日（水）
７月27日（水） ２月22日（水）
８月24日（水） ３月28日（水）
９月28日（水）

二�

�

�

十
歳
�
�
�
�
�
国
民
年
金

学
生
�
皆
�
�
�
�
�
�

�
学
生
納
付
特
例
申
請
�

　

学
生
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
﹁
学

生
納
付
特
例
制
度
﹂
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
学
生
は
…

　

大
学（
大
学
院
）・
短
大
・
高
等

学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
の
課
程
）
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
か
た
。

�
年
度
途
中
�
20
歳
�
迎
�
�

�

納
付
特
例
�
希
望
�
�
学
生

�

�
皆
�
�
�
�
20
歳
�
誕
生

�

日
以
降
早
�
�
申
請
�
�
�

�

�
�
�
�

■
手
続
き
は
…

　

住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
の
国

　

民
年
金
担
当
窓
口
に
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書　

　

︵
コ
ピ
ー
可
︶

・
年
金
手
帳
︵
あ
れ
ば
︶

・
印
鑑︵
本
人
が
署
名
す
れ
ば
不
要
︶

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
障
が

　

い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

　

態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基

　

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受

　

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢

　

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

　

含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

　

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど

　

で
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

　

っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る

　

年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納

　

め
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
追
納
制

　

度
﹂
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お

　

勧
め
し
ま
す
。
追
納
を
希
望
さ

　

れ
る
場
合
は
、
追
納
の
申
し
出

　

が
必
要
で
す
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
な
く
て
も
、

　

お
手
元
に
あ
る
納
付
書
は
使
用

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
引
�
続
�
学
生
納
付
特

例
�
希
望
�
�
�
�
�
�

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
学
生
納

付
特
例
制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付

を
猶
予
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
平

成
23
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
か
た
へ
、
４
月
上
旬
以
降
に
基

礎
年
金
番
号
な
ど
の
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
一
の

学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
記
載
事

項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
は
不
要
で
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
の
学
生
納

付
特
例
の
申
請
を
さ
れ
た
か
た
で
、

ま
だ
承
認
通
知
が
届
い
て
い
な
い

か
た
に
つ
い
て
は
、
承
認
後
に
ハ

ガ
キ
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
も
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
か
た
で
、

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
は
、
改

め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
在
学

証
明
書
又
は
学
生
証
が
必
要
で
す
。

国
民
年
金

�
�
知
�
�

　

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
満
20
歳
に
な

っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、

保
険
料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

vol.3

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

手
数
で
す
が
米
沢
年
金
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
米
沢
年
金
事

務
所
☎
０
２
３
８

－

22

－

４
２
２

０
）　

※
今
春
卒
業
予
定
の
皆
さ
ん
へ
…

　

学
生
納
付
特
例
の
有
効
期
間
は

３
月
末
日
ま
で
で
す
。
引
き
続
き

第
１
号
被
保
険
者
で
保
険
料
納
付

が
困
難
な
か
た
は
、
免
除
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
平
成
23
年
度
の
一
般

免
除
の
受
付
開
始
は
７
月
１
日
か

ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
４
月
か
ら

６
月
ま
で
の
３
カ
月
分
は
平
成
22

年
度
の
一
般
免
除
手
続
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

（
平
成
22
年
度
の
一
般
免
除
申
請

期
間
は
平
成
23
年
７
月
末
ま
で
）
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国民年金に関するお問い合わせは　町民課戸籍年金係　（☎85－6129）まで

４月より保険料が引き下げになります

　　平成23年度の国民年金保険料は15,020円 （年間180,240円）
　国民年金の保険料は、平成17年度から平成29年度まで毎年度引き上げとなり、平成29年度以降は16,900円に固
定されることとなっていますが、平成23年度の保険料は、消費者物価指数が基準年度（平成17年度）から0.4% 減
になったことにより、平成22年度の15,100円から80円引き下げられ、15,020円となります。
　毎月の保険料は、日本年金機構から４月の上旬に送られてくる１年分の「納付書」によって、翌月の末日までに
納めましょう。お支払いの窓口は、金融機関（ゆうちょ銀行を含む）またはコンビニエンスストアとなっていま
す。また、ほとんどの金融機関で口座振替もできます。口座振替の申し込みには、基礎年金番号がわかるもの（年
金手帳や納付書など）、金融機関届出印が必要です。

現金払い前納 口座振替前納
１年度分前納 ６カ月分前納 １年度分前納 ６カ月分前納

期　間
　１年度
（４月～翌年３月）

○４月～９月

○10月～翌年３月

　１年度
（４月～翌年３月）

○４月～９月

○10月～翌年３月

割引額
　3,200円
（約1.8％の割引）

○半年で730円

○年度通して行うと1,460円

　3,780円
（約2.1％の割引）

○半年で1,020円

○年度通して行うと2,040円

保険料 　年間177,040円
年間178,780円
（半年で89,390円×２回）

　年間176,460円
年間178,200円
（半年で89,100円×２回）

申込期限 ― ―
２月末で締め切られ
ました。

○４月～９月分は2月末で締め切
　られました。

○10月～翌年３月分
…８月31日（水）

支払期限
・

口座振替日
　５月２日（月）

○４月～９月分…５月２日（月）

○10月～翌年３月分
…10月31日（月）

　５月２日（月）

○４月～９月分…５月２日（月）

○10月～翌年３月分
…10月31日（月）

支払方法

・

申込方法

・金融機関またはコンビニエンスストアにて、前納用
　の納付書を添えてお支払ください。
・前納用の納付書は、４月上旬に郵送される納付案内
　書につづられています。
※現金払いでの前納は、１年度や６カ月分だけではな
　く、任意の月分から年度末までの分を前納すること
　も可能です。この場合は専用の納付書が必要となり
　ますので、年金事務所までお問合せください。

・口座振替の申し込み先は、各金融機関、年金事務所
　です。
・手続きには、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳
　など）及び口座番号のわかるもの（預金通帳など）、
　金融機関への届出印が必要です。

有利な前納割引制度　保険料は、１年度分または６カ月分など、定められた月数分について前納すると割引になります。

★現金払い前納と口座振替前納 （１年度分、 ６カ月分）

★口座振替早割にすると年間600円の割引になります

　月々の保険料を口座振替の早割（当月保険料を当月末引落し）で納付すると、年間600円（月額50円）の割引となり
ます。口座振替の申し込みは、金融機関または年金事務所で随時受け付けております。申し込みには、基礎年金番
号がわかるもの（年金手帳や納付書など）及び口座番号のわかるもの（預金通帳など）、金融機関届出印が必要です。

年金を受給されているかたへ　　平成23年度の年金額は0.4％の引き下げになります。

　現在支給されている年金については、法律上、直近の年金額引き下げの年（現在は平成 17 年の物価が基準）よ
りも物価が下がった場合は、これに応じて年金額を改定することとしています。
　平成 22 年の物価は、基準となる平成 17 年の物価と比較してマイナス 0.4％となったことから、平成 23 年度の年
金額は 0.4％の引き下げとなります。（４月分が支払われる６月の支払から額が変わります。）
平成23年度年金額

平成22年度（月額） 平成23年度（月額）
国民年金【老齢基礎年金（満額）１人分】 66,008円　 65,742円（266円引き下げ）
厚生年金（※）
【夫婦２人分の老齢基礎年金を含む標準的な年金額】 232,592円　 231,650円（942円引き下げ）

（※）厚生年金は、夫が平均的収入（平均標準報酬36万円）で40年間就業し、妻がその期間全て専業主婦であった世帯
　　の新規裁定の給付水準

※平成23年度の一部納付（一部免除）の保険料は、４分の３納付で11,270円、半額納付で7,510円、４分の１納付
　で3,760円となっていますが、この一部納付についても前納制度が設けられています。
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１　事業の概要

項　目 20 年度 21 年度 比較

給水人口 15,651 人 15,452 人 △ 199 人

年間総給水量 1,570,158 ㎥ 1,552,585 ㎥ △ 17,573 ㎥

1 日当たり平均給水量 4,302 ㎥ 4,254 ㎥ △ 48 ㎥

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総資産 3,484,081 3,394,112 3,371,312

負　債 22,044 20,777 19,609

資　本 3,462,037 3,373,335 3,351,703

累積欠損金（＊ 1） 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総収入 （＊ 2） 347,521 327,951 321,704

経常損益 50,816 46,578 50,232

当期損益 50,502 46,511 50,217

減価償却前当期損益 167,395 165,025 169,785

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 19 年度 20 年度 21 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 690 734 1,021
簡易水道建設改良
元金

負担金 （＊ 5） 16,932 19,192 13,844
消火栓設置費、 公
衆水呑み栓など

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 17,622 19,926 14,865

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 19 年度 20 年度 21 年度

企業債 （うち公的資金）
1,596,676

（1,596,676）
1,449,301

（1,449,301）
1,366,074

（1,366,074）

５　職員給与の状況（21 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

271,487 29,114 10.7

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1 人当たり給
与費（B/A）

4 人 14,015 7,535 21,550 5,388

６　公共料金等の状況（21年度家庭用:１カ月当たり） （単位：円、税含み）

基本料金
口径 13mm 口径 20mm

従量料金
1 ㎥～ 50 ㎥ 51 ㎥

840 1,050 157.5 189

公営企業及び第三セクターの

財務状況をお知らせします

公営企業
　白鷹町の地方公営企業の事業数は、地方公営企業法を適用していない事業も含めると、７
事業あります。特に、水道事業、病院事業などの公営企業及びこれに準ずる事業である下水
道事業について、財務・給与等の情報を公開します。

水　道　事　業

　水道事業は、道路改良工事などに伴う配水管の新設、布
設替工事を行うとともに、安定給水確保のため各種工事を
実施しました。健康で文化的な生活を支える基幹事業とし
て、健全経営に配慮しながら給水サービスの向上に努めま
す。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 21 年度までの実績

民間委託の導入 処理場の運転管理・保守点検、マンホー
ルポンプ施設管理業務、使用料徴収事務

収益増加の取り組み 水洗化率の向上
下水道普及相談員を設置し、未加入世帯
への戸別訪問、加入促進

【用語解説】
＊１：累積欠損金…各事業年度の営業活動の結果生じた欠

　　　損金が、多年度にわたって累積したもの。貸借対照

　　　表上の利益剰余金のマイナスとして表示されます。

＊２：総収入…売上高＋営業外収益＋特別利益

＊３：出資金…地方公営企業法第18条に基づき、地方公共

　　　団体の一般会計等から公営企業の特別会計に出資さ

　　　れたもので、公営企業の自己資本金となります。

＊４：補助金…一般会計等から公営企業の特別会計へ各種

　　　行政上の目的をもって交付される金銭的給付

＊５：負担金…一定の事業などについて、公営企業を含む

　　　特別の利益関係を有する者がその受益に応じて負担

　　　する金銭的給付、または財政政策上その経費の負担

　　　割合が定められている際に負担する金銭的給付

＊６：繰出し金…地方公営企業法第17条の２、第17条の３

　　　に基づき、一般会計等から公営企業の特別会計へ繰

　　　り出した金銭的給付。なお、「基準内繰出」とは、総

　　　務省通知に基づく繰出し額をいい、「基準外繰出」と

　　　は、その通知に基づかない繰出し金をいいます。

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 21 年度までの実績

民間委託の導入 浄水場の運転管理、定期メーター検針、料金
調定業務、配水管漏水などの修理業務、水質
検査業務、水道メーター開閉栓業務
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病　院　事　業

　病院事業は、地域医療の拠点として内科、外科は毎日、
皮膚科は週１日、整形外科、婦人科は週２日の診療を行っ
てきました。主な事業としては、電子内視鏡システムの更
新、人工呼吸器の購入、医師住宅用地の取得、トイレ増築
工事などを実施しました。
　医師確保の問題など、医療を取り巻く環境は大変厳しい
ものがありますが、今後とも公的病院としての使命を充分
に認識し、患者サービスの充実並びに病院経営の健全化に
努めます。

３　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総資産 3,143,152 3,077,599 3,053,287

負　債 65,314 57,079 74,789

資　本 3,077,838 2,915,617 2,978,497

累積欠損金（＊ 1） 97,201 94,213 95,361

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総収入 （＊ 2） 1,183,368 1,180,739 1,159,929

経常損益 466 2,988 △ 1,148

当期損益 466 2,988 △ 1,148

減価償却前当期損益 87,698 95,332 92,949

４　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 19 年度 20 年度 21 年度 備　考

出資金 （＊ 3） 10,000 10,000 10,000 建設改良元金

補助金 （＊ 4） 11,431 11,560 9,513
研究研修費、共
済組合追加費用

負担金 （＊ 5） 223,069 213,440 230,487
経営基盤強化、
救急医療確保

繰出し金 （＊ 6） 0 0 0

うち基準内繰出 0 0 0

うち基準外繰出 0 0 0

合　計 244,500 235,000 240,000

５　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 19 年度 20 年度 21 年度

企業債
（うち公的資金）

1,523,314
（1,523,314）

1,450,383
（1,450,383）

1,375,789
（1,375,789）

６　職員給与の状況（21 年度決算） （単位：千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率 （B/

A）

1,161,077 690,736 59.5

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給与

費（B/A）

55 人 246,189 169,974 416,163 7,566

７　経営改革の推進状況

取り組み内容 21 年度までの実績

民間委託の導入 医療事務、警備夜間休日受付、清掃、機器保
守点検、給食調理

収益増加の取り組み 嘱託徴収員の配置、人間ドッグなど健診事業
の充実

組織･体制の見直し 公営企業法全部適用（平成 16 年７月から）、
在宅支援室の設置

その他 医療情報システム（電子カルテ・医事会計など）
の整備拡張

経費節減などの効果 職員１人減、カルテの電子化による紙・Ｘ線
写真現像費用などの節減

公共下水道事業

　下水道事業は、快適な生活環境の整備と公共用水域の水
質保全を図るため整備を行っています。平成20年度から区
域拡大による流入水量の増加などにより、浄化管理センタ
ーの水処理施設増設工事を行っていますが、平成22年度末
で完了します。今後も下水道事業の健全な経営のため、維
持管理費の縮減と資本費の適正管理に努め、戸別訪問など
による水洗化率の向上に取り組みながら、計画的な整備に
努めます。
１　事業の概要

20 年度 21 年度 比較

水洗化人口 7,736 人 7,836 人 100 人

水洗化率 81.5％ 83.0％ 1.5％

整備率 96.3％ 96.4％ 0.1％

２　経営状況 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

収　　入 （A） 1,164,616 1,123,647 1,038,074

うち下水道使用料 134,021 132,813 136,627

うち国庫補助金 40,000 84,500 220,200

うち地方債 558,200 496,100 300,700

うち一般会計繰入金 402,279 384,953 380,547

支　　出 （B） 1,151,582 1,109,472 954,711

うち事業費 166,070 226,294 430,539

うち元利償還金 897,175 794,236 524,172

収支差引（A）―（B） 13,034 14,175 83,363

３　一般会計等の関与 （単位 ： 千円）

内　訳 19 年度 20 年度 21 年度 備　考

出資金 0 0 0

補助金 0 0 0

負担金 0 0 0

繰出し金 （＊ 6） 402,279 384,953 375,547

うち基準内繰出 231,016 248,930 296,734

うち基準外繰出 171,263 136,023 78,813

合　計 402,279 384,953 375,547

４　企業債等の残高 （単位 ： 千円）

区　分 19 年度 20 年度 21 年度

企業債 （うち公的資金）
4,090,605

（3,736,205）
3,906,327

（3,250,954）
3,774,221

（3,093,112）

５　職員給与の状況（21 年度決算） （単位 ： 千円、％）

人件費の
状況

支出額 （A） 人件費 （B）
人件費率

（B/A）

1,041,280 30,771 3.0

職員給与
費の状況

職員数
（A）

給料 手当
計

（B）
1人当たり給
与費（B/A）

4 人 15,291 7,559 22,850 5,713

６　公共料金等の状況 （21 年度家庭用 ： １カ月当たり） （税含み）

基本料金
基本排除汚水量 10 ㎥

従量料金
10 ㎥～

1,680 円 168 円／㎥

１　事業の概要

診療科目 内科、外科、整形外科、婦人科、皮膚科 病床数 70 床

組織概要
病院事業管理者－院長－（診療部、医療技術部、看護
部、事務局）

その他 救急指定、 人間ドック、 健康診断

２　事業状況

19 年度 20 年度 21 年度

患者数

入院 20,716 人 20,256 人 18,685 人

外来 51,951 人 51,965 人 49,621 人

計 72,667 人 72,221 人 68,306 人

病床利用率 80.9％ 79.3％ 73.1％
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第三セクター
　白鷹町の第三セクターは、財団法人「白鷹町ア
ルカディア財団」、白鷹町土地開発公社、有限会
社「ケイエスしらたか」となっています。本町の
第三セクターは、町の施策と密接に連携しながら、
地域づくりや公共施設の管理など公共サービスの
提供主体として重要な役割を担ってきました。し
かし、社会経済状況の変化に伴い、大変厳しい経
営状況となっている第三セクターもあることから、
その役割を再確認し、町の関与のあり方、経営形
態の見直しなど検討を行うとともに、町民の皆さ
まに積極的に経営状況などの情報を公開していき
ます。

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 62 年

住　　　所 白鷹町大字十王 5687 番地 8

事業内容
町民保養センター、 勤労者総合福祉センター （産業
センター）、 情報センター、 ふるさと森林公園の管理
運営

基本財産 1 億円
うち町の出
捐金　9500
万円 （95％）

主な出捐者 （JA 山形おき
たま、町商工会、森林組合）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総資産 173,452 168,868 170,009

負債 107,319 104,339 102,659

（うち借入金） （88,000） （83,000） （74,000）

資本 66,133 64,529 67,350

累積欠損金 33,865 35,469 32,650

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総収入 380,104 372,377 378,056

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（45,623） （43,357） （48,560）

経常損益 110 △ 1,604 2,821

当期損益 110 △ 1,604 2,821

減価償却前当期損益 5,832 3,744 7,742

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

14 人 （3 人） ― 219 千円　

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

22 人 （0 人） 46 歳 3,324 千円　

財団法人「白鷹町アルカディア財団」

１　第三セクターの概要

設立年度 昭和 49 年

住　　　所 白鷹町大字荒砥甲 833 番地

事業内容 宅地造成、 公有地等取得

基本財産 500 万円 うち町の出資金　500 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総資産 162,225 152,105 151,768

負債 29,843 24,805 24,774

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 132,382 127,300 126,994 

累積欠損金 0 0 0

◇損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総収入 53,522 8,650 1,896

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（2,000） （2,000） （0）

経常損益 1,984 △ 2,073 △ 306

当期損益 1,984 △ 5,082 △ 306

減価償却前当期損益 1,984 △ 5,082 △ 306

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

14 人 （3 人） ― 20 千円　

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

0 人 （0 人） ― ―　

白鷹町土地開発公社

１　第三セクターの概要

設立年度 平成 16 年

住　　所 白鷹町大字荒砥甲 501 番地

事業内容 病院業務支援、 介護支援、 行政事務補助支援

基本財産 300 万円 うち町の出資金　300 万円 （100％）

２　財務状況

◇貸借対照表 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総資産 8,089 5,589 7,715

負債 4,981 2,451 4,215

（うち借入金） （0） （0） （0）

資本 3,000 3,000 3,500

累積欠損金 0 0 0

◇　損益計算書 （単位 ： 千円）

項　目 19 年度 20 年度 21 年度

総収入 67,497 54,923 62,836

（うち町からの補助
金 ・ 委託金）

（67,490） （54,918） （62,740）

経常損益 247 151 482

当期損益 4 29 363

減価償却前当期損益 4 29 363

３　役職員の状況

項　目 役職員数 平均年齢 平均年収

役員 （うち町から
の出向者・退職者）

2 人 （2 人） ― 0

職員 （うち町から
の出向者・退職者）

23 人 （0 人） 39 歳 2,683 千円

有限会社「ケイエスしらたか」

公営企業及び第三セクターの情報公開については、
白鷹町ホームページの「行財政改革」コーナーにも
掲載しています。

■問い合わせ
総務課総務係
☎85－6124
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大　回　転
順位 氏名 所属 タイム

小学 3 年以下男子
1 大沼　亮輔 鮎貝小３年 30"27
2 大滝　海斗 鷹山小３年 32"67
3 青木　良音 蚕桑小３年 33"52
4 安部　愛翔 東根小３年 33"92
5 大滝　覇功 荒砥小１年 33"99
6 今野正太朗 蚕桑小３年 34"80

小学 3 年以下女子
1 海老名美来 鷹山小３年 31"55
2 芳賀彩優花 鮎貝小３年 34"09
3 髙橋　佳蓮 荒砥小３年 34"89
4 新野　愛麻 蚕桑小 3 年 36"29
5 後藤　美桜 荒砥小２年 36"52
6 今野璃夏子 鷹山小３年 37"02

小学 4 年男子
1 塚田　凜聖 荒砥小 39"89
2 髙田真亜稀 鷹山小 40"34
3 加藤　晋敏 荒砥小 41"98
4 加藤　北斗 鷹山小 42"55
5 関　　日向 荒砥小 42"87
6 竹田　　弦 荒砥小 43"35

小学 4 年女子
1 大滝　夏希 荒砥小 37"40
2 伊藤　　菫 荒砥小 37"90
3 長澤　　桃 蚕桑小 39"74
4 芳賀美優花 鮎貝小 41"96
5 吉田　遥香 荒砥小 42"79
6 樋口萌々架 鮎貝小 43"72

小学 5 年男子
1 海老名春来 鷹山小 22"51
2 後藤　悠汰 荒砥小 22"56
3 海老名　快 鷹山小 22"81
4 山川　喜輝 鷹山小 24"07
5 新野　友介 蚕桑小 24"42
6 板垣　翔斐 蚕桑小 25"97

小学 5 年女子
1 青木　菜々 荒砥小 36"12
2 村上　沙羅 東根小 42"01
3 田苗　雛子 蚕桑小 42"51
4 岡崎　沙耶 荒砥小 43"39
5 小林　果穂 蚕桑小 43"60
6 小林咲里菜 鷹山小 45"85

小学６年男子
1 丸川　　瑠 鷹山小 21"31
2 海老名大陸 鮎貝小 22"35
3 佐藤　　陸 鮎貝小 24"10
4 橋本　理輝 荒砥小 24"85
5 山口　啓太 鮎貝小 25"43
6 伊藤　　巧 東根小 25"59

小学６年女子
1 横山れのん 荒砥小 38"69
2 五十嵐千華 蚕桑小 43"79
3 海老名毬絵 鷹山小 44"05
4 丸川恵理花 蚕桑小 44"66
5 岩崎　好香 荒砥小 48"43
6 紺野　朋香 東根小 49"48

中学男子
1 丸川　　丞 東中２年 20"66
2 海老名　涼 東中２年 22"41
3 小形　瞭真 東中１年 22"59

中学女子
1 伊藤　　陽 東中１年 22"10

壮年男子
1 大木　健一 中　山 20''74
2 安部　　進 下　山 20''90
3 川村　宗一 菖　蒲 20''91

成年男子
1 丸川　幸浩 萩　野 20''51
2 小林　茂樹 横田尻 20''86
3 海老名智之 滝　野 21''00

回　　転
順位 氏名 所属 タイム

中学男子
1 丸川　　丞 東中２年 1'04''57
2 小形　瞭真 東中 1 年 1'07''93
3 黒澤　瞭介 東中 2 年 1'19''54

中学女子
1 伊藤　　陽 東中１年 1'06''65

壮年男子
1 川村　宗一 菖　蒲 1'07''64
2 今野　善則 横田尻 1'08''09
3 山口　浩幸 黒　鴨 1'09''21

成年男子
1 岡部　健史 山　口 1'02''68
2 海老名智之 滝　野 1'03''03
3 小林　茂樹 横田尻 1'03''46

クロスカントリー
順位 氏名 所属 タイム

小学 3 年以下男子
1 竹田　統哉 鷹山小３年 4'22
2 髙橋　瑛祐 鷹山小 3 年 4'50
3 大滝　海斗 鷹山小３年 5'02
4 吉田　椋麻 鷹山小３年 5'09
5 橋本　悠人 鷹山小３年 7'09
6 鈴木　絃太 荒砥小３年 7'23

小学 3 年以下女子
1 今野璃夏子 鷹山小３年 4'24
2 吉田　愛果 鷹山小３年 5'04
3 海老名美来 鷹山小３年 5'11
4 國谷　莉那 鷹山小３年 5'16
5 新野　愛麻 蚕桑小３年 5'42
6 髙橋　志歩 鷹山小３年 6'11

小学 4 年男子
1 加藤　北斗 鷹山小 4'02
2 関　　日向 荒砥小 4'20
3 髙田真亜稀 鷹山小 4'27
4 鈴木　祐也 鮎貝小 4'59
5 塚田　凜聖 荒砥小 5'26
6 今　　躍作 鮎貝小 5'31

小学 4 年女子
1 梅津　芽依 鷹山小 4'12
2 大滝　夏希 荒砥小 4'52
3 紺野　日和 鷹山小 4'57
4 小林　世奈 荒砥小 5'13
5 沼澤　　杏 鷹山小 5'14
6 鈴木ひな子 東根小 5'51

小学 5 年男子
1 海老名春来 鷹山小 5'52
2 今野　稔真 鷹山小 6'42
3 橋本　　渉 荒砥小 6'56
3 山川　喜輝 鷹山小 6'56
5 海老名　快 鷹山小 7'05
6 新野　友介 蚕桑小 7'08

小学 5 年女子
1 村上　沙羅 東根小 6'31
2 小林咲里菜 鷹山小 6'48
3 丸川　紫月 鮎貝小 7'54
4 新野　菜見 鮎貝小 8'22
5 佐藤　美空 鷹山小 8'32
6 小林　果穂 蚕桑小 8'48

小学 6 年男子
1 齋藤　祐介 荒砥小 5'37
2 丸川　　瑠 鷹山小 5'43
3 加藤　南斗 鷹山小 5'56
4 小嶋　拓斗 鮎貝小 5'57
5 押切　剛大 荒砥小 6'08
6 新野　右京 蚕桑小 6'16
6 海老名大陸 鮎貝小 6'16

小学 6 年女子
1 横山れのん 荒砥小 6'27
2 海老名毬絵 鷹山小 6'42
3 大嶋恵利歌 蚕桑小 7'46

第39回白鷹町民
白鷹町小中学校スキー大会の結果

２月20日／白鷹町営スキー場

※単位　1'23"45 ＝ 1 分 23 秒 45

入賞された皆さん、おめでとうございます！
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　２月13日、西田尻公民館で、冬季レク大
会が行われました。毎年この時期に地元体
育部が主催するこの大会は今回が29回目。
そりリレーや缶けり、縄ないリレーなど、
子どもから大人まで楽しめるゲームが盛り
だくさん準備され、小雪が舞うなか、会場
は笑いや歓声に包まれていました。男女ペ
アになって行われた福笑いでは、ペアの声
に集中して顔を書いていましたが…。おも
しろい顔ばかり出来上がっていました。

　２月20日、産業センターで町認定農業者
連絡協議会主催による「農産物フェスティ
バル」が行われ、町の安全安心な農産物や
牛乳・乳製品、それを作る認定農業者など
の紹介が行われました。また、『めし友グラ
ンプリ』で北海道・東北ブロック代表とな
った「佃煮だいこん」の菅美代子さんから
は、出品までの経過や値段設定の難しさな
どの裏話、町民の皆さんからの応援に対す
る感謝のことばなどがありました。
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　２月９日、あゆかい保育園で帽子の贈呈
が行われました。贈呈したのは山形新興株
式会社（竹田良一社長）。竹田社長が中国
に材料の買い付けに行った際、園児に合う
ようなかわいい帽子を見つけ即購入し、町
内５つの保育園の園児に520個が贈られま
した。この日は保育園を代表して、あゆか
い保育園の園児に帽子が贈呈され、手渡さ
れた園児たちは早速かぶって大喜びで室内
を走り回っていました。

町
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�
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�

�
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�
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　２月21日、日本消防会館ニッショーホー
ル（東京・虎ノ門）で、平成22年度全国消
防団等地域活動表彰が行われ、白鷹町消防
団が消防庁長官表彰を受賞しました。この
賞は地域と密着した活動を展開している消
防団が選考されるもので、今回は全国で37
団体が受賞し、県内でも５番目という大変
名誉な受賞です。団員確保や住宅用火災警
報器の取り付け周知活動をはじめ、これま
での地道な活動が認められたものです。
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ト
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昭
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目
的
に
開
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さ

れ
、
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で
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全
国
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行
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れ
て
い
る
こ
の
コ
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ス
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者
の
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さ
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こ
の
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ま
こ
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お
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ご

ざ
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ま
す
。
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２
月
11
日　

十
王
地
区
公
民
館

※
○
数
字
は
順
位

①
高
山
正
宏
・
三
段
（
荒
砥
甲
）

②
五
十
峯
隆
・
五
段
（
十
王
）

③
島
津
紘
恵
・
五
段
（
南
陽
市
）

④
本
田
正
義
・
五
段
（
南
陽
市
）

⑤
平
吹
晴
彦
・
五
段
（
南
陽
市
）

⑥
柳
澤　

馨
・
五
段
（
米
沢
市
）

最
上
川
�
�
�
�
�
呼
�
戻
�
�

�

環
境
�
�
�
�
�

　２月13日、あゆーむで白鷹町美しい郷づ
くり推進会議主催による「環境フォーラム」
が開催され、約80人のかたが参加しました。
米沢中央高等学校副校長の佐藤五郎先生か
ら「水環境とくらし」と題して、水質調査
などから分かる現在の最上川の汚れの状況
などを説明いただき、「水質向上のためには、
地域のかたがたがフットパスなどをとおし
て河川環境と親しむことが一番大切だ」と
話されました。

　２月25日、東根小学校からふれあいの
里（菅原純一施設長）に車いす２台が寄
贈されました。車いすは、環境委員会が
中心となり、地域のかたの協力もいた
だいてアルミ缶など約730㌔（二酸化炭
素に換算すると約４㌧に相当）集めて
購入されました。菅原施設長は、「足腰の悪
いお年寄りのために大切に使わせていただ
きます」と話されていました。この取り組
みは今年が３年目となります。

�
�
�
�
�
心
�
育
�
取
�
組
�

�

東
根
小
学
校
�
施
設
�
車
�
�
寄
贈

読
書
感
想
画

山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

金
田
綾
乃
さ
ん︵
荒
砥
小
学
校
３
年
︶

　

１
月
20
日
、
第
22
回
読
書
感
想

画
山
形
県
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
荒
砥
小
学
校
３
年
の
金
田
綾

乃
さ
ん
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
金
田
さ
ん
は
﹁
お
た
す

け
妖
怪
ね
こ
ま
ん
さ
﹂
を
読
ん
で
、

話
の
場
面
の
様
子
を
想
像
し
、
先

生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が

ら
描
い
た
そ
う
で
す
。
金
田
さ
ん

は
、﹁
と
て
も
す
ご
い
賞
を
も
ら
え

た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。﹂

と
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
大
相
撲
高
田
川
部

屋
に
入
門
す
る
齋
藤
亨
将
く
ん
の

激
励
壮
行
式
が
西
中
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
校
生
徒
が
待
つ
中
、

緊
張
し
た
表
情
で
親
方
と
入
場
。

生
徒
会
長
金
田
く
ん
の
激
励
の
こ

と
ば
や
全
校
生
に
よ
る
応
援
を
受

け
、
決
意
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
齋

藤
く
ん
は
、
時
折
声
を
詰
ま
ら
せ

な
が
ら
、﹁
正
直
さ
み
し
い
で
す
が
、

み
ん
な
の
応
援
を
胸
に
横
綱
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
高
田
川
親
方
か
ら
は
、

生
徒
に
向
け
、﹁
努
力
は
裏
切
ら
な

い
。
何
か
一
つ
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
て
、
そ
れ
に
邁ま

い

進
し

て
欲
し
い
。﹂
と
い
う
言
葉
が
お

く
ら
れ
、
齋
藤
く
ん
に
対
し
て
は
、

﹁
優
勝
、
大
関
・
横
綱
、
私
が
果

た
せ
か
っ
た
高
み
を
成
し
遂
げ
て

も
ら
い
た
い
。﹂
と
期
待
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
齋
藤
く
ん
は
親
方
と
一

緒
に
白
鷹
を
離
れ
、
新
し
い
一
歩

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

齋
藤
く
ん
の
四
股
名
が
﹁
白は

く

鷹よ
う

山ざ
ん

﹂
に
決
定
し
ま
し
た
。
愛
す
る

地
元
を
忘
れ
ず
、
皆
さ
ん
か
ら
応

援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

齋
藤
く
ん
は
現
在
、
新
弟
子
検

査
を
無
事
終
了
し
、
親
方
の
厳
し

い
指
導
を
受
け
な
が
ら
懸
命
に
稽

古
に
打
ち
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

初
土
俵
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、

み
ん
な
の
応
援
を
胸
に
頑
張
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
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町内産つや姫 60 ㌔が贈られました
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駅からハイキング
花ウォーク「白鷹古典桜コース」（全長約 10 ㌔）
◇いつ　４月 23 日（土）午前 10 時～午後３時 30 分
◇コース　蚕桑駅～釜の越桜～薬師桜～喜三郎桜～
　　　　　笠松ロマン館～十二の桜～山口奨学桜～
　　　　　スポーツ公園の桜～鮎貝駅
　（お帰りは風っこ桜回廊号への乗車が可能です。）
◇参加料　200 円（ガイド料）しらたか旅先案内人がガイ
　ドします。
◇定員　100 人
◇締切　４月 15 日（金）まで
◇注意点
○昼食、飲料水、雨具、タオルなどは各自でご用意ください。
○イベント中は損害保険に加入していますが、応急手当以
　外の責任は負いません。
■申込・問い合わせ　町産業振興課（☎ 85 － 6126）

びゅうばす
「置賜さくら回廊号」

◇運行日　４月 16 日（土）～５月１日（日）
◇コース　赤湯駅～久保桜～最上川堤防千本桜～
　　　　　草岡大明神桜～薬師・釜の越桜～十二の桜～
　　　　　烏帽子山千本桜
◇料金　大人 4,800 円、子ども 4,300 円（昼食付）

ガイドと散策
「２つのローカル線とレトロバスで行く“まぼろしの左
荒線街道」（所要時間４時間５分）
◇出発日　５月 21 日（土）～６月 12 日（日）の毎週金・土・日
◇コース　左沢駅～左沢まちなみ散策～朝日町ワイン城（見
　　　　　学・試飲）～最上川フットパス散策～棚田とヒ
　　　　　メサユリ鑑賞～カフェ蔵（昼食）～黒滝開削とつ
　　　　　ぶて石～白鷹町内菓子店～丈六地蔵～荒砥駅
◇料金　4,400 円（大人・子ども同額）※申込は２人以上。

■お近くのびゅうプラザにお申し込みください。
（詳しくは、JR 主要駅、びゅうプラザの専用パンフレット

をご覧ください。）

山交バス
「置賜さくら回廊号」

◇運行日　４月９日（土）～ 29 日（金）
◇コース　烏帽子山千本桜～久保桜～あゆ茶屋～十二の桜
～薬師・釜の越桜～白兎しだれ桜～草岡大明神桜
◇料金　大人 3,500 円、子ども 3,000 円（昼食付）
■申込・問い合わせ
　山交バス観光課（☎ 023 － 647 － 5173）

白鷹町観光協会おすすめ !!
「最上川の春風に吹かれて隠れ蕎麦屋の里・白鷹を歩く」
（所要時間４時間）
◇出発日　４月 15 日（金）～５月 1 日（日）
※水曜日は出発除外日となります。
◇コース　荒砥駅～最上川堤防散策～隠れ蕎麦屋（昼食）
　　　　　～どりいむ農園直売所～清水屋酒店～
　　　　　御楯稲荷神社～荒砥駅
◇料金　概ね 2,200 円

「白鷹古典桜の里そぞろ歩き」（所要時間 4 時間）
◇出発日　４月 15 日（金）～５月１日（日）
◇コース　四季の郷駅～割烹ひさご（昼食：春の郷土食ラ
　　　　　ンチ）～山口奨学桜～十二の桜～薬師桜～
　　　　　釜の越桜～蚕桑駅　
◇料金　概ね 2,000 円

★両コースとも一部タクシーにて移動。しらたか旅先案内
　人がガイドします。
★料金は各自現地払いでお願いします。
★２人以上、1 週間前までにお申し込みください。
■申込・問い合わせ　白鷹町観光協会（☎ 86 － 0086）

古典桜の里“しらたか”へ

◇参加料　200 円（ガイド料）しらたか旅先案内人がガイ

○昼食、飲料水、雨具、タオルなどは各自でご用意ください。

ござっとごぇ
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　 広報しらたか

今年のやまがた花回廊　ここが違う！
　①期間延長　…　７月 10 日まで（紅花の時期）
　②エリア拡大…　置賜・村山全域へ
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エ
ジ
プ
ト
に
赴
任
し
、
約
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
の
生

活
を
少
し
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

電
車
で
遠
出
し
た
時
の
話
で
す
。

私
の
後
ろ
の
席
に
、
男
の
子
と
そ

の
お
ば
あ
さ
ん
が
座
っ
て
い
ま
し

た
。
電
車
が
出
発
し
約
30
分
、
そ

の
男
の
子
が
飽
き
て
し
ま
い
、
電

車
の
通
路
を
歩
い
た
り
、
ぐ
ず
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
男
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
の
で

す
が
、
周
り
の
み
ん
な
が
あ
や
し

始
め
ま
し
た
。
私
も
紙
飛
行
機
を

作
っ
た
り
と
、
み
ん
な
で
遊
び
な

が
ら
、
あ
や
し
な
が
ら
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
約
12
時
間
の
旅
だ
っ
た

の
で
す
が
、
同
じ
時
間
を
共
有
し
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
こ

ち
ら
で
は
、
知
っ
て
い
る
人
知
ら

な
い
人
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
に
は

キ
ス
を
し
、
愛
情
を
強
く
注
ぎ
ま

す
。
怒
る
こ
と
に
し
て
も
そ
う
で

す
。
日
本
で
あ
れ
ば
、
小
さ
い
子

で
あ
れ
ば
周
り
を
気
に
し
て
車
で

移
動
し
た
り
、
電
車
に
乗
ら
な
い

よ
う
に
気
を
配
っ
た
り
と
い
う
行

動
を
先
に
考
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

お
ば
あ
さ
ん
も
気
を
遣
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
周

り
の
人
の
他
人
へ
の
愛
情
や
優
し

さ
の
深
さ
を
感
じ
、
マ
ナ
ー
や
決

ま
り
ご
と
で
は
く
く
れ
な
い
も
の

が
あ
る
こ
と
を
日
々
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
街
中
で
は
大
人
の
ケ
ン

カ
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
多
く

の
人
が
仲
介
に
入
り
ま
す
。
当
人

た
ち
は
自
分
の
主
張
を
し
、
仲
介

の
人
は
話
を
聞
い
た
り
、
な
だ
め

ま
す
。
怒
り
が
お
さ
ま
ら
な
く
、

手
が
出
る
よ
う
な
場
合
は
、
仲
介

の
人
が
な
だ
め
よ
う
と
抱
き
し
め

た
り
、
キ
ス
を
し
た
り
と
い
う
場

面
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
奥
ゆ
か

し
さ
を
美
徳
と
す
る
日
本
と
は
ま

た
違
い
ま
す
が
、
話
す
こ
と
を
大

切
に
す
る
文
化
、
ス
ト
レ
ー
ト
な

感
情
表
現
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
良
さ
、

エ
ジ
プ
ト
人
の
強
さ
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
相
手
を
理
解
し
た
り
、

理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

が
、
解
決
策
が
生
ま
れ
る
第
一
歩

だ
と
考
え
、
立
場
が
上
の
人
に
対

し
て
も
な
る
べ
く
自
分
の
気
持
ち

は
全
て
言
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

初
め
は
、
道
が
分
か
っ
て
い
る

の
に
、
心
配
だ
か
ら
と
私
に
つ
い

て
来
て
く
れ
た
り
す
る
エ
ジ
プ
ト

人
に
対
し
、
お
節
介
と
思
っ
て
し

ま
う
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人
に

対
し
て
興
味
を
示
す
、
人
と
の
時

間
を
大
切
に
す
る
エ
ジ
プ
ト
人
の

優
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
さ

み
し
さ
を
感
じ
ず
に
こ
う
や
っ
て

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
以
前
よ
り
も
、
現

地
の
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、

知
り
合
い
も
増
え
ま
し
た
。
活
動

で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
多
い
で
す
が
、
活
動
に
限
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
日
常
の
中
で
の
ひ
と

コ
マ
ひ
と
コ
マ
に
隠
れ
た
エ
ジ
プ

ト
の
良
さ
や
文
化
の
違
い
な
ど
を

大
切
に
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。　
　
　
　

芳
賀
由
佳

※
芳
賀
さ
ん
は
、
反
政
府
デ
モ
の

　

影
響
に
よ
り
、
現
在
は
日
本
に

　

一
時
帰
国
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

︵
３
月
７
日
現
在
︶

　

平
成
22
年
１
月
か
ら
、
海
外
青
年
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
芳
賀
由
佳
さ
ん︵
荒
砥
出
身
︶。任
地
で
の
様
子
を
、
芳
賀
さ
ん

の
執
筆
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

︵
全
４
回
予
定
︶

由
佳
の
�
�
�
ト
日
記　

�
の
�

写真提供：芳賀由佳さん

　

２
月
11
日
、
さ
く
ら
の
里
文
化

伝
承
館
で
、
町
無
形
文
化
財
で
あ

る
﹁
高
玉
芝
居
﹂
の
定
期
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
２
３
０
人
の

お
客
さ
ま
が
見
守
る
な
か
、
最
初

に
７
人
の
舞
踊
が
行
わ
れ
、
扇
子

や
傘
な
ど
を
使
い
、
優
雅
に
力
強

く
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
芝
居
の
演
目

は
﹁
渡
守
親
恋
時
雨
﹂。
熟
練
の

技
と
迫
真
の
演
技
、
そ
し
て
時
折

ア
ド
リ
ブ
な
ど
も
織
り
交
ぜ
ら
れ

た
芝
居
は
ま
さ
に
無
形
文
化
財
。

会
場
内
は
、
目
の
肥
え
た
芝
居
フ

ァ
ン
か
ら
も
拍
手
や
喝
采
、
笑
い

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
期
公
演
は
７
回
目
と

な
り
、
蚕
桑
地
区
公
民
館
の
運
営

委
員
の
か
た
が
た
が
裏
方
と
し
て

協
力
し
、
さ
ら
に
地
元
の
も
ち
や

そ
ば
、
漬
物
な
ど
の
販
売
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

町
無
形
文
化
財

高
玉
芝
居
定
期
公
演

　

芝
居
の
幕
間
、
鈴
木
座
長
が
登

場
す
る
と
、「
今
回
で
座
長
を
降
り

る
」
と
い
う
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
座
長
は
、
13
年
間
と
い
う
長

い
期
間
そ
の
座
を
務
め
ら
れ
、
高

玉
芝
居
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
退
任
の
あ
い
さ
つ
の
後
は

詰
め
か
け
た
お
客
さ
ま
か
ら
ね
ぎ

ら
い
の
拍
手
、
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
新
座
長
と
な
る
児
玉
さ
ん
に
激

励
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
高

玉
芝
居
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。

　

鈴
木
座
長
、
長
い
間
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

鈴
木
座
長
�
退
任

芝居の一場面

（左）児玉敏 新座長
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“元気ニコニコしらたか21” を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ
しらたか21

元気ニコニコ
しらたか21

白鷹町健康増進計画
　

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画
﹁
元
気

ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
﹂
の
目
指

す
健
康
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
各

種
健
康
診
査
・
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　

平
成
23
年
度
各
種
健
康
診
査
・

検
診
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係
、
人
間
ド
ッ
ク
・
レ

デ
ィ
ー
ス
検
診
に
つ
い
て
は
白
鷹

町
立
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
健
康
診
査
が

変
わ
り
、
市
町
村
が
実
施
し
て
い

た
基
本
健
診
か
ら
各
種
健
康
保
険

組
合
が
実
施
す
る
﹁
特
定
健
康
診

査（
特
定
健
診
）﹂
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
急
増
し

て
い
る
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ウ
ム
）
に
着

目
し
た
健
診
で
す
。
健
診
で
内
臓

脂
肪
症
候
群
と
判
定
さ
れ
た
か
た

は
、
特
定
保
健
指
導
（
６
カ
月
間
、

医
師
な
ど
に
相
談
し
な
が
ら
生
活

習
慣
改
善
に
取
組
む
健
康
教
室
）

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

がん検診受診率50㌫超
を推進しています！

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議
は
町
民
と
行
政

と
協
働
で
白
鷹
町
健
康
増
進
計
画
﹁
元
気
ニ

コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
﹂
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
か
た
は
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
る
会
で
す
。
自
分
、
家
族
、

地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
た
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
（
健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
／
☎
86

－

０
２
１
０
）

３月

・自殺対策強化月間
・女性の健康週間
・世界結核デー（24日）

　

白
鷹
町
の
死
因
や
医
療
費
（
国
民
健
康

保
険
）
で
一
番
多
い
病
気
は
が
ん
（
悪
性

新
生
物
）
で
す
。
身
近
な
病
気
、｢

が
ん
﹂

を
予
防
す
る
た
め
に
各
種
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
結
果
に
よ
り
、

精
密
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
精
密
検

査
の
必
要
な
か
た
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

各
種
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
実
施
予
定

区分 健診・検診種別 内　容 対象者

同
日
健
診

健康診査

血圧・検尿・計測・血液検査・聴打診
ほか

19 ～ 39歳

特定健診 40 ～ 74歳

後期高齢者健診 75歳以上

肺がん検診 胸部間接撮影 40 ～ 64歳

胃がん検診 バリウムによるＸ線撮影

40歳以上大腸がん検診 便の潜血反応検査

前立腺がん検診 血液検査

乳がん検診 医師による視触診とマンモグラフィー 40歳以上偶数年

子宮がん検診 医師による視診、内診、頸部細胞診 20歳以上

結核検診 胸部間接撮影 65歳以上

肝炎ウィルス検査 血液検査 40歳、未受診者

白
鷹
町
立
病
院

人間ドック
１日コース

19歳以上
２日コース

健康診査

血圧・検尿・計測・血液検査・聴打診
ほか

19 ～ 39歳

特定健診 40 ～ 74歳

後期高齢者健診 75歳以上

レディース検診
Ａコース（乳がん検診など） 40歳以上偶数年

Ｂコース（子宮がん検診など） 20歳以上

区分 Ｈ15
計画策定時

Ｈ24
目標値 Ｈ20 進捗状況

健診で糖尿病医療の
人を減らす 14.9％ 20.0％

Ｈ20　特定健診開始
内臓脂肪症候群割合

14.6％
胃がん検診で精密検
査受診率を上げる 70.9％ 100.0％ 63.5％ 未達成

平成20年総合検診（同日検診）・人間ドック　がん検診受診状況
区分 胃がん 大腸がん 子宮がん 乳がん

受診者数（人） 1,950 2,283 906 638
対象者数（人） 5,530 5,930 4,273 1,832

受診率（㌫） 34.9％ 38.5％ 23.6％ 38.2％
要精検者数（人） 330 140 8 26

要精検率（㌫） 16.9％ 6.1％ 0.9％ 4.1％

Ｈ20

　疾病の早期発見、
早期治療、健康づく
りのために、
　精密検査は必ず受
けましょう！

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画

　
「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
」
進
捗
状
況

　
　
　
「
健
康
検
査
・
検
診
事
業
」
に
つ
い
て
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町
で
は
、﹁
年
齢
を
重
ね
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
、
顔
な
じ
み

の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
安
心
・

安
全
に
生
活
し
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
地
域
の
一
員
と
し
て
暮
ら

し
続
け
た
い
﹂﹁
認
知
症
の
家
族

を
抱
え
て
も
、
地
域
や
周
囲
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
安
心
し
て
生
活

し
た
い
﹂
と
い
う
願
い
が
実
現
で

き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、﹃
白

鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
﹄
を
つ
く
り
、

町
民
と
行
政
と
が
一
緒
に
な
っ
て

認
知
症
予
防
の
啓
発
や
認
知
症
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
、﹁
見
守
り

・
支
え
合
い
﹂
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ

い
て
は
こ
の
ペ
ー
ジ
で
も
何
度
か

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
も
っ
と
認

知
症
の
こ
と
を
気
軽
に
話
せ
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
な
ど
、

﹁
見
守
り
・
支
え
合
い
﹂
ス
テ
ッ

カ
ー
掲
示
協
力
機
関
の
皆
様
よ
り

お
伺
い
し
た
ご
意
見
を
抜
粋
し
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
「
見
守
り
・
支
え

合
い
」
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
協
力
機

関
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

❶
地
域
の
か
た
か
ら
見
守
り
の
依

　

頼
や
相
談
を
受
け
た
こ
と
は
あ

　

り
ま
す
か

　

あ
る
（
38
件
）

　

な
い
（
１
４
３
件
）

❷
－

①

　

❶
で
「
あ
る
」
と
答
え
た
か
た

　

に
お
伺
い
し
ま
す
。
ど
ん
な
相

　

談
、
依
頼
で
し
た
か
。

◇
家
族
が
ぼ
け
て
き
た
の
で
ど
う

　

し
た
ら
い
い
か
？

◇
時
々
立
ち
寄
っ
て
元
気
を
確
認

　

し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
。

◇
介
護
し
て
い
て
イ
ラ
イ
ラ
す
る

　

こ
と
が
多
く
あ
る
。

◇
気
づ
か
な
い
う
ち
に
外
に
出
て

　

い
る
こ
と
が
あ
り
困
っ
た
こ
と
。

◇
す
ぐ
忘
れ
る
の
で
、
大
事
な
こ

　

と
は
家
の
人
を
通
し
て
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
こ
と
。

❷

－

②

　

相
談
、
依
頼
を
受
け
て
困
っ
た

　

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

◇
徘
徊
す
る
か
た
の
見
守
り
、
声

　

が
け
の
依
頼
を
受
け
た
が
時
間

　

が
合
わ
ず
な
か
な
か
で
き
な
か

　

っ
た
。

◇
高
齢
者
本
人
が
認
知
症
で
は
な

　

い
と
思
っ
て
、
専
門
医
の
受
診

　

を
勧
め
て
も
受
け
入
れ
な
い
。

❸
地
域
の
か
た
が
気
軽
に
見
守
り

　

依
頼
で
き
る
た
め
に
は
、
ど
ん

　

な
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

　

か
。

◇
常
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
が
大
事
で
、
依
頼
す
る
側
と

　

さ
れ
る
側
と
の
壁
が
な
く
な
る

　

こ
と
が
大
切
。

◇
周
り
の
人
た
ち
が
正
し
い
認
知

　

症
の
知
識
を
学
ぶ
必
要
性
と
家

　

族
の
人
の
オ
ー
プ
ン
な
考
え
方
。

◇
会
合
が
あ
る
た
び
意
識
し
て
認

　

知
症
の
こ
と
を
話
す
こ
と
。
み

　

ん
な
の
意
識
も
変
わ
り
話
し
や

　

す
く
な
る
と
思
う
。

◇
日
頃
の
近
所
づ
き
あ
い
を
大
切

　

に
、
い
ざ
と
い
う
時
は
﹁
お
互

　

い
さ
ま
﹂
の
気
持
ち
。

◇
町
民
が
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を
か

　

わ
す
こ
と
が
大
切
。

◇
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
認
知
症
の

　

症
状
な
の
か
を
知
る
場
と
し
て
、

　

一
般
の
人
も
参
加
で
き
る
認
知

　

症
講
座
な
ど
の
開
催
。

　　

こ
の
他
に
も
、
相
談
を
受
け
る

側
が
で
き
る
こ
と
、
地
域
づ
く
り

な
ど
広
い
視
点
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
活

動
に
活
か
し
、﹁
見
守
り
・
支
え
合

い
﹂の
輪
を
広
げ
て
い
く
糧
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
力
機
関

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

﹃
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
﹄

　

定
例
会

▼
い
つ　

３
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

地
域
で
認
知
症
高
齢
者
と

そ
の
家
族
を
支
え
る

「
見
守
り
・
支
え
合
い
」

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
よ
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
新
た
に
新
野
美
佐
子
さ

ん
が
、
再
任
と
し
て
丸
川
敬
浩
さ

ん
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

す
。
委
嘱
期
間
は
３
年
間
で
す
。

い
じ
め
・
虐
待
・
体
罰
・
差
別
等

の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
、
人
権
擁

護
の
た
め
の
啓
発
活
動
や
相
談
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
町
の
人
権
擁
護
委
員
（
６
人
）

・
湯
澤
信
弘
さ
ん　

（
山
口
）

・
芳
賀
健
治
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

・
蒲
生
成
子
さ
ん　

（
荒
砥
）

・
丸
川
敬
浩
さ
ん　

（
十
王
）
再

・
戸
借
清
策
さ
ん　

（
中
山
）

・
新
野
美
佐
子
さ
ん
（
広
野
）
新

○
人
権
相
談
な
ど
は
毎
月
お
し
ら

せ
版
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

学校での「人権教室」の様子
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千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

り
え
い
と
工
房
で
は
、
循
環
型
社

会
形
成
の
た
め
、
粗
大
ご
み
と
し

て
搬
入
さ
れ
た
自
転
車
や
家
具
を

修
理
再
生
し
、
展
示
及
び
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
置
賜
在
住
の
か

た
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
提
供
品　

自
転
車
10
台
、
家
具

類
５
点
（
１
回
開
催
あ
た
り
予
定

数
）

▼
応
募
方
法　

備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
よ
る

▼
時
間　

日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
料
金　

無
料

■
第
１
回
︵
４
・
５
月
期
︶

・
展
示
期
間　

４
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
５
月
７
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

５
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

５
月
21
日
（
土
）

■
第
２
回
︵
６
・
７
月
期
︶

・
展
示
期
間　

６
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
７
月
２
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

７
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

７
月
16
日
（
土
）

■
第
３
回
︵
８
・
９
月
期
︶

・
展
示
期
間　

８
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　
　

～
９
月
３
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

９
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

９
月
17
日
（
土
）

■
第
４
回
︵
10
・
11
・
12
月
期
︶

・
展
示
期
間　

10
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
12
月
３
日
（
土
）

・
公
開
抽
選　

12
月
６
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

・
引
取
期
限　

12
月
17
日
（
土
）

※
１
回
の
展
示
で
置
賜
在
住
の
か

　

た
で
１
世
帯
に
つ
き
自
転
車
・

　

家
具
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ま
で
申
し

　

込
み
が
で
き
ま
す
。
１
世
帯
で

　

複
数
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合

　

は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
１
点
に
複
数
申
し
込
み
が
あ
っ

　

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
す
る
際
は
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な

　

ど
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
当
選
さ
れ
た
場
合
、
次
回
以
降

　

年
度
内
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

千
代
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
施
設
第
２
係
（
☎
０

２
３
８

－

57

－

４
０
０
４
）

�
�
�
�
�
工
房
�
再
生
品
提
供
�
�
�
�

　

諏
訪
堰
・
鮎
貝
堰
・
白
鷹
土
地

改
良
区
が
合
併
（
新
設
合
併
認
可

申
請
中
）
す
る
こ
と
と
な
り
、
合

併
後
は
新
た
な
事
務
所
で
業
務
を

行
い
ま
す
。

新
事
務
所

▼
住
所　

荒
砥
甲
７
２
４

－

１

※
略
図
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号

　

こ
れ
ま
で
の
各
土
地
改
良
区
の

電
話
番
号
で
つ
な
が
り
ま
す
。

代
表
☎
85

－

２
５
７
２（
旧
白
鷹
）

　

☎
85

－

５
２
０
４（
旧
諏
訪
堰
）

　

☎
85

－

０
１
７
４（
旧
鮎
貝
堰
）

▼
フ
ァ
ッ
ク
ス　

85

－

２
７
２
５

４
月
１
日

「
白
鷹
町
土
地
改
良
区
」

が
新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

略
図

第
６
回
桜
回
廊
お
茶
席

▼
い
つ　

４
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

～
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
駅
資
料
館
内

▼
内
容

①
お
茶
席
（
お
茶
と
よ
う
か
ん
、

　

ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
）

②
売
店
（
山
菜
・
花
・
手
づ
く
り

　

品
な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
持
ち
よ
り

　

の
も
の
）

③
コ
ン
ニ
ャ
ク

お
茶
席
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　

第
６
回
桜
回
廊
お
茶
席
開
催
期

間
中
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
ま

す
。

▼
服
装　

上
下
白
黒
の
洋
服
、
ま

た
は
﹁
紬
の
里
し
ら
た
か
﹂
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
、
紬
か
お
召
し
の
着

物
。

※
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
駅
前
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
（
代
表
新
野
☎
85

－

３
６
６
３

ま
た
は
☎
85

－

５
５
８
１
）

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

展
示
の
ご
案
内

「
桜
＆
膳
び
な
展
」

平
成
23
年
３
月
～
５
月

※
同
時
開
催

　

娘
た
ち
の
晴
れ
着
展

︵
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
時
代
︶

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。

※
エ
プ
ロ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。



　　

※写真はイメージです。
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佳
作　

声
掛
け
て
謝
っ
て
居
る
人
違
い　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

老
い
一
人
温
も
り
の
声
待
っ
て
い
る　
　
　

大　

瀬　

五
十
公
野
春
巳

〃　
　

美
声
持
ち
一
生
稼
げ
る
果
報
者　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

鈴
木
き
み
子

〃　
　

耳
明
け
に
大
声
張
っ
て
神
頼
み　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

〃　
　

七
草
に
七
人
目
の
曾
孫
呱
々
の
声　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

同
郷
に
声
掛
け
ら
れ
て
訛
で
る　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

屋
根
の
上
声
掛
け
合
っ
て
雪
下
ろ
し　
　
　

西
高
玉　

金
田　

コ
ト

〃　
　

事
故
防
止
朝
の
一
声
命
綱　
　
　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

怖
い
の
は
声
を
出
さ
な
い
ク
レ
ー
マ
ー　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

声
変
わ
り
父
の
知
ら
な
い
窓
が
あ
る　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

〃　
　

春
日
和
貴
方
の
声
が
聞
こ
え
そ
う　
　
　
　

畔　

藤　

菅
原　

敦
子

〃　
　

競
り
親
の
声
か
す
れ
て
も
値
上
が
ら
ず　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

秀
句　

電
話
口
母
の
優
し
い
声
が
す
る　
　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

〃　
　

昭
和
の
子
鶴
の
一
声
大
家
族　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
と
し

〃　
　

声
か
け
て
励
ま
し
合
っ
て
八
十
路
越
え　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

亡
き
父
の
心
の
声
が
八
十
路
ま
で　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

〃　
　

産
声
に
安
堵
の
涙
滲
み
出
る　
　
　
　
　
　

山　

口　

石
川
与
次
衛
門

〃　
　

歓
声
に
後
押
し
さ
れ
て
優
勝
し　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

初
競
り
の
ひ
と
声
マ
グ
ロ
釣
り
上
げ
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

声
出
さ
ず
目
で
物
を
言
う
事
も
あ
る　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

合
格
と
喜
ぶ
声
の
電
話
来
る　
　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

お
は
よ
う
と
朝
の
声
掛
け
地
域
の
和　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

五
客　

覚
え
の
あ
る
声
が
い
き
な
り
生
き
て
る
か　

十　

王　

川
部　

隆
雄

〃　
　

あ
の
声
だ
真
っ
直
ぐ
帰
る
孫
が
い
る　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

〃　
　

人
生
は
喜
怒
哀
楽
の
声
が
あ
る　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

〃　
　

故
郷
の
声
聞
き
た
く
て
汽
車
に
乗
る　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

か
あ
さ
ん
の
最
期
の
声
は
あ
り
が
と
う　
　

浅　

立　

梅
津
美
千
子

天
位　

産
声
が
歓
喜
の
波
を
連
れ
て
来
る　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

人
位　

万
感
を
声
に
出
せ
な
い
胸
の
中　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

地
位　

無
口
で
も
一
家
束
ね
る
父
の
声　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

軸　

妥
協
し
た
男
の
声
だ
痩
せ
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

兎

次
回　

「
道
」
三
月
末
ま
で
。「
故
郷
」
四
月
末
日
ま
で
。

は
が
き
に
三
句　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八

－

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�

町
報
川
柳　
　

「　

声　

」　　

高
橋　

白
兎　

選

「バレンタイン」
ひがしね保育園

�
�
�
�

　
「
水
源
地
の
権
利
を

売
り
ま
す
！
買
い
ま
す
！
」

︻
事
例
︼

　

見
知
ら
ぬ
業
者
Ａ
か
ら
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
が
届
き
、
数
日
後
に

別
の
業
者
Ｂ
か
ら
﹃
水
源
地
の
権

利
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
届

き
ま
し
た
か
？
Ａ
社
の
当
該
権
利

を
高
く
買
い
取
り
ま
す
。
環
境
保

護
の
た
め
に
も
な
る
の
で
、
是
非

購
入
し
て
欲
し
い
。﹄
と
電
話
が

あ
っ
た
。
信
用
し
て
購
入
し
て
も

い
い
の
だ
ろ
う
か
。（70

歳
代
女
性
）

◎
ア
ド
バ
イ
ス

　

購
入
を
勧
め
る
業
者
と
は
別
の

業
者
が
﹁
高
値
で
買
い
取
る
﹂
と

勧
誘
し
、
消
費
者
の
投
資
欲
を
あ

お
る
﹁
劇
場
型
﹂
の
投
資
ト
ラ
ブ

ル
で
す
。

　

最
近
新
聞
報
道
の
あ
っ
た
事
例

で
は
、
あ
た
か
も
小
国
町
が
行
う

事
業
で
あ
る
か
の
よ
う
な
説
明
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ

う
な
計
画
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
も
﹁
配
当
が

付
く
﹂﹁
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
が

関
与
し
て
い
る
﹂﹁
日
本
の
水
源

を
中
国
か
ら
守
る
た
め
﹂
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
手
の
勧
誘
は
、
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
窓
口

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

知
識

豆

vol.10

Ａ子　「男の子たちがまた押入れでふ

　　　ざけてるー」

　布団を出してメチャメチャに

Ａ子　「こらぁー！男の子！」

保育士「ほらほらＡちゃんのかみなり

　　　が落ちたぞ！」

Ｂ男　「先生早く！ぼくのヘソかくし

　　　てちょうだい！」

Ｂ男はおおあわて…

「かみなり」
３歳のＵ子「Ｕ子は誰さチョコやっかなー」

とつぶやきながらウキウキ

保育士「Ｕ子ちゃんは誰にあげたいの？」

Ｕ子　「ん…　Ｒくん」（憧れの男の子）

Ｂ太　「Ｒくん一杯もらったがらいらねど」

Ｕ子　「　…　」

保育士「チョコは一杯もらっていいんだよ」

Ｒくんはにこにこ顔（家に帰ってからチョ

コをもらったそうです）

●
こ
ん
な
勧
誘
に
ご
注
意
…



支出日 区　分 支出額 (円) 内　　　　容

2 月 4 日 御祝 3,000　 十王雪まつり

2 月 4 日 御祝 5,000　 長井白鷹建設組合創立 20 周年祝賀会

2 月 4 日 御祝 5,000　 消防ポンプ自動車入庫式並びに祝賀会

2 月 7 日 贈答品 4,700　 企業誘致活動時土産

2 月 7 日 贈答品 22,575　 町重要事業要望

2 月 7 日 御祝 3,100　 あゆ茶屋をめんどう見る会

2 月 9 日 御祝 10,000　 齋藤亨将君激励会

2 月 13 日 御祝 50,000　 髙橋恭平氏旭日単光章受章叙勲祝賀会

2 月 16 日 御祝 10,000　 山形大学都市・地域学研究所設立 10 周年
記念式典及び祝賀会

2 月 22 日 御祝 5,000　 日本・韓国国際美術交流展祝賀会

2 月 24 日 御祝 10,000　 職員結婚祝

2 月 25 日 御祝 3,000　 消防ポンプ自動車入庫式並びに祝賀会

2 月 25 日 御祝 4,200　 仙台しらたか会会長梅津義宣氏最終講義御祝

計 135,575　

交
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２月の町長交際費

　平成23年２月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120

ちゅーおー 民館まつり

　いま話題の『だがし屋』から『だべりんぐ喫茶コーナー』まで、子どもから大人まで自由に参加し交流できる

「おまつり」です。だから ｢ 交 ｣ 民館なんです !!

イベント内容

【ロビー】

★なつ菓子商店&山鉄グッズ販売
　山鉄社長の「なつ菓子商店」が、中央公民館に上陸！
　いろんなお菓子をとりそろえ、みなさんをお待ちし
　ています。※「おこづかい」をもってきてね。
★バルーン・アート＆オリジナルストラップづくり
　高校生ボランティアサークル「あさがお」のおにい
　さんおねえさんがお手伝い！
　まつりの記念品にいかが？
★囲碁・将棋サロン
　初心者には町内の名人が教えてくれます。
★ヤマラク売店
　㈱ヤマラクフーズさんから牛乳プレゼント！
　※小学生以下限定（先着100人）

【文化実習室】

★だべりんぐ喫茶コーナー
　コーヒーと麦茶を、婦人会のみなさんの手作り特製
　お菓子でお楽しみいただけます。
　また、午前10時30分から大人気 DVD「綾小路きみま
　ろ 爆笑！エキサイトライブ3」を上映します。

【いこいの間】

★大型紙芝居＆ビデオ上映会

【第1・2研修室】

★よっちゃんの科学教室　～「音」であ・そ・ぶ～
　ストローなどを使って「音」であそびます。
　当日は午前と午後の2回の教室です。
　○午前　11：30 ～ 12：00　●午後　13：40 ～ 14：10

■上演時間・作品
10：00 ～ 11：30 大型紙芝居「丈六地蔵」ほか

13：05 ～ 13：35 こぎつねのおくりもの（ＶＴＲ）

13：40 ～ 14：30 まんが日本昔ばなし（ＶＴＲ）

新しいお友だちをゲット！

▼いつ　３月20日（日）午前10時～午後３時　　▼どこで　中央公民館

春休み

□主催　白鷹町中央公民館、白鷹町図書館、白鷹町教育委員会
□共催　白鷹町婦人会、山形鉄道株式会社
□協力　白鷹囲碁愛好会、将棋連盟白鷹町支部、高山義則氏
　　　　ボランティアサークルあさがお
□協賛　㈱ヤマラクフーズ



●20　　 広報しらたか　2011.3.14●21 　　 広報しらたか　2011.3.14 ●20　　 広報しらたか　2011.3.14●21 　　 広報しらたか　2011.3.14

●軽自動車の廃車・名義変更について

　軽自動車税は、４月１日現在で所有している軽
自動車など（原動機付自転車、軽自動車、小型特
殊自動車及び二輪の小型自動車）に対して、その
所有者に課税されます。そのため、平成23年３月
末までに廃車・名義変更の手続きをすると、平成
23年度軽自動車税は課税されません。今後使用す
る予定のない軽自動車などの廃車、名義変更手続
きは３月中にお済ませください。

●車両の種類と手続き場所

▼原動機付自転車（125ＣＣ以下のバイク）
　及び小型特殊自動車（農耕用を含む）
…町役場税務出納課（４番受付）
　　　税務出納課町民税係（☎85－6132）
▼軽二輪（126～250ＣＣ未満のバイク）及び
　軽三輪及び軽四輪
…最寄りの軽自動車協会
　（長井の西置賜自動車会館など）
　　　西置賜自動車会館（☎84－1327）

問い合わせ
税務出納課　町民税係

☎85－6132

軽自動車の手続き
税務出納課町民税係よりお知らせ

▼二輪の小型自動車（250ＣＣ以上のバイク）
　及び旧大型特殊（農耕用）
…最寄りの運輸局・運輸支局
　（山形市の東北運輸局山形運輸支局など）
　　　山形運輸支局（☎023－686－4711）
　　　西置賜自動車会館（☎84－1327）
※持参するものなど詳しくは、お問い合わせくだ
　さい。

●軽自動車税の減免について　　

　身体などに障がいのあるかたの軽自動車税の減
免は毎年申請が必要です。23年度の申請期間は、
納付書発送後から５月24日（納期限の７日前）ま
でです。

※障がいの種類や等級により該当にならない場合
　もありますので、詳しくは税務出納課町民税係
　までお問い合わせください。

　　　申請の際にお持ちいただくもの
　　①身体障害者手帳　　　②免許証
　　③軽自動車税の納付書　④印鑑

水道事業からのお知らせ

転出、転入の季節です！
　水道使用に関する届出をお

○

忘
○

れ
○

な
○

く
○

！

　次のような場合は、建設水道課水道係に届出が必
要になります。

〇引越しなどにより水道を使い始めるとき、または
　止めるとき
〇水道の所有者、使用者が変わるとき
〇納入通知書等の送付先が変わるとき
〇長期間にわたって水道を使用しないとき
　（使用中止及び使用再開）

■問い合わせ
　　建設水道課水道係（☎ 85 － 6137）

テレビについて大切なお知らせ

　2011 年７月までに今までのテレビ放送（地上ア
ナログ放送）は終了します。
　それまでに、あなたのテレビを「地上デジタル放送」

（地デジ）対応にかえていただく必要があります。皆
さまのご理解とご協力をお願いいたします。

○地デジを見るには？
　①新しくテレビを買いかえる人は
→「地上デジタルテレビ」と指定して買いましょう。
　②今までのテレビを引き続き使いたい人は
→お手持ちのテレビに「地上デジタルチューナー」　
　をつけましょう。

■地デジに関する問い合わせ
　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談セ
　ンター（☎ 0570 － 07 － 0101）
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募　集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

荒
砥
乙
１
４
８
２

－

１▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
+
６
+

４
・
５
+
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
２
６
０
０
円

　
　
　
　
　

～
２
万
４
８
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格
入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以

下
で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親

族
を
有
す
る
住
宅
困
窮
者
。

▼
入
居
時
期　

５
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

４
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

～
22
日
（
金
）

▼
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
１
階
総
合
案
内
窓
口

※
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
営
住
宅
指
定

管
理
者　

㈱
西
王
不
動
産　

置
賜

事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

24

－

２

３
３
２
）

移
動
年
金
相
談
の
ご
案
内

▼
い
つ　

３
月
23
日
（
水
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
一
・

二
研
修
室

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
ロ
ビ
ー
の
案
内
板
で

　

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
時
間
（
受
付
時
間
）

　

午
前
10
時
～

（
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

　

午
後
１
時
～

（
午
後
１
時
～
１
時
30
分
）

▼
内
容　

年
金
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
戸
籍
年

金
係
（
☎
85

－

６
１
２
９
）

長
井
ダ
ム
竣
工
式

　

長
井
ダ
ム
は
、
昭
和
59
年
に
国

の
直
轄
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
建

設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
21
年
に
は
ダ
ム
及
び
そ
の
周
辺

の
安
全
性
を
確
認
し
、
こ
の
た
び

竣
工
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

▼
い
つ　

３
月
20
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
ダ
ム
管
理
庁
舎

▼
そ
の
他　

当
日
、
野
川
ま
な
び

館
に
て
、
長
井
ダ
ム
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。

※
一
般
の
か
た
は
、
式
典
の
見
学

　

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
式
典
終
了

　

後
一
般
開
放
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ

　

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
地
方
整
備

局
長
井
ダ
ム
工
事
事
務
所
（
☎
88

－
５
１
８
１
）

や
ま
が
た
花
回
廊
イ
ベ
ン
ト
列
車

風
っ
こ
桜
回
廊
号（
ト
ロ
ッ
コ

列
車
）が
や
っ
て
く
る
！

▼
運
行
日

　

４
月
16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

　
　
　

23
日
（
土
）、
24
日
（
日
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
１
号
」

運
転
区
間

Ｊ
Ｒ
米
坂
線
・
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

（
米
沢
～
今
泉
～
長
井
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
２
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
長
井
～
赤
湯
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
３
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
赤
湯
～
荒
砥
）

●
「
風
っ
こ
桜
回
廊
４
号
」

運
転
区
間

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線（
荒
砥
～
今
泉
）

※
運
転
区
間
の
運
賃
な
ど
は
通
常

　

と
同
じ
で
す
。

※
運
行
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
鉄
道
営
業

部
（
☎
88

－

２
０
０
２
）

債
務
整
理
無
料
相
談
会

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ

で
お
困
り
の
か
た
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

▼
ど
こ
で　

ろ
う
き
ん
長
井
支
店

▼
相
談
料　

無
料

※
相
談
希
望
の
か
た
は
、
２
日
前

　

ま
で
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ　

ろ
う
き

ん
長
井
支
店（
☎
84

－

１
１
０
０
）

「
お
い
た
ま
相
続
セ
ン
タ
ー

　

無
料
相
談
会
」 

　

相
続
手
続
、
遺
産
分
割
、
遺
言
、

も
め
ご
と
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

相
続
税
に
関
係
な
い
か
た
、
大
歓

迎
で
す
。 

▼
い
つ　

４
月
８
日
（
金
）
午
前

９
時
～
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

お
い
た
ま
相
続
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
中
央
６
丁
目
１
番

１
７
４
号
）

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

お
い
た

ま
相
続
セ
ン
タ
ー
芳
賀
（
ツ
チ
ダ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
内
／
☎

０
２
３
８

－

21

－

２
３
７
７
）

不
動
産
無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

▼
い
つ　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

▼
ど
こ
で　

山
形
県
不
動
産
会
館

（
山
形
市
松
波
１

－

10

－

１
）

※
予
約
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
団
法
人
山
形

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
☎
０

２
３

－

６
２
３

－

７
５
０
２
）

おしらせ
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広告

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
会

員
募
集

　

非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
が
、

再
び
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直

る
こ
と
を
助
け
る
団
体
が
全
国
各

地
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
更
生
保
護
女
性
会
は
、

現
在
会
員
36
人
で
、
保
護
司
と
一

緒
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
や

研
修
会
、
独
自
事
業
と
し
て
街
頭

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ミ
ニ
集
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
女

性
の
か
た
（
賛
助
会
員
は
男
性
も

可
）
の
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
費

・
会
員　

年
２
０
０
０
円

・
賛
助
会
員　

年
一
口
１
０
０
０

　

円
（
一
口
以
上
）

▼
問
い
合
わ
せ　

町
更
生
保
護
女

性
会
会
長
／
稲
葉
幹
子
（
☎
85

－

４
０
４
０
）

■
連
絡
取
扱
先　

健
康
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

　

れ
の
か
た
で
大
学
を
卒
業
し
た

　

か
た
及
び
平
成
24
年
３
月
ま
で

　

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

あ
る
か
た

▼
申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日

（
金
）
～
14
日
（
木
）

▼
申
込
書
の
請
求
先　

長
井
税
務

署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま

た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

■
長
井
税
務
署
総
務
課
（
☎
84

－

１
８
１
０
）、
仙
台
国
税
局
人
事

第
二
課
（
☎
０
２
３

－

２
６
３

－

１
１
１
１
）

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
中
級
日
本
語
教
室

受
講
生
募
集

　

日
本
語
を
学
び
た
い
在
県
外
国

人
の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

中
級
レ
ベ
ル
（
初
級
レ

ベ
ル
１
５
０
～
２
０
０
時
間
程
度

修
了
）
の
か
た

▼
ク
ラ
ス

○
昼
間
ク
ラ
ス
（
総
合
的
に
中
級

日
本
語
を
学
ぶ
内
容
）

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
12
時
30
分

○
夜
間
ク
ラ
ス
（
日
本
語
能
力
試

験
レ
ベ
ル
Ｎ
３
合
格
を
目
指
す
内

容
）

毎
週
火
・
木
曜
日

午
後
６
時
30
分
～
８
時

▼
開
設
期
間　

４
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　
　

～
７
月
21
日
（
木
）

※
各
ク
ラ
ス
計
30
回

▼
ど
こ
で　

山
形
県
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
研
修
室

（
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
２
階
）

▼
定
員　

各
ク
ラ
ス
20
人
程
度

▼
受
講
料　

５
０
０
０
円
（
こ
の

ほ
か
、
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま

す
。）

▼
受
講
者
の
決
定　

簡
単
な
テ
ス

ト
を
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
受
験
日
は
事
務
局
が
指
定
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

財
団
法
人
山
形

県
国
際
交
流
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
４
７

－

２
５
６
０
）

社
交
ダ
ン
ス
教
室
生
徒
募
集

　

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
初
め
て
の
か
た
も
男

性
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
始
時
期　

４
月
11
日
（
月
）

午
後
７
時
30
分
～

▼
練
習
日　

毎
週
月
曜
日
午
後
７

時
30
分
～
９
時
30
分

▼
ど
こ
で　

伊
佐
沢
公
民
館

▼
募
集
人
員
（
対
象
）　

20
人

（
65
歳
ま
で
の
男
女
）

▼
申
込
締
切　

４
月
10
日
（
日
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

渡
部
（
☎
０
９
０

－

７
５
６
２

－

２
１
７
４
）

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
募
集
！

　

ソ
フ
ト
小
村
は
情
報
産
業
を
営

む
事
業
者
の
ほ
か
、
研
究
開
発
、

起
業
、
新
事
業
の
創
出
、
新
分
野

へ
の
進
出
な
ど
、
地
域
産
業
の
育

成
も
支
援
す
る
施
設
で
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
所
在
地　

鮎
貝
１
５
２
０

－

１

▼
内
容

①
２
階
建
約
70
坪　

１
棟

　

使
用
料　

５
万
７
０
０
０
円
／
月

②
平
屋
約
30
坪　

１
棟

　

使
用
料　

３
万
円
／
月

▼
入
居
可
能
日　

４
月
か
ら
（
５

年
以
内
の
使
用
が
可
能
）

▼
選
考
方
法　

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村

使
用
許
可
選
考
委
員
会
に
お
い
て

選
考
し
ま
す
。

※
入
居
資
格
や
条
件
等
、
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振
興
係

（
☎
85

－

６
１
３
６
）

山
形
県
立
農
業
大
学
校

｢

研
修
生
」
募
集

　

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入

や
加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に

学
ぶ
研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス　

新
規
就
農
支
援
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間　

約
１
年
間

（
平
成
23
年
４
月
～
24
年
３
月
）

▼
募
集
人
員

○
新
規
就
農
希
望
者
35
人

○
新
た
な
事
業
展
開
・
加
工
を
目

　

指
す
農
業
者
30
人

▼
研
修
先　

農
業
関
係
試
験
研
究

機
関
、
先
進
農
業
経
営
者
な
ど

▼
受
講
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
立
農
業

大
学
校
研
修
部
（
☎
０
２
３
３

－

22

－

８
７
９
４
）



広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所　　  氏　　名  　年齢

荒砥甲　竹　田　　　子　78

荒砥乙　和　田　と　も　90

荒砥甲　橋　本　貞　雄　81

山　口　髙　石　昭　吾　79

畔　藤　横　山　ナツヱ　85

山　口　石　井　は　る　93

荒砥乙　鈴　木　とし子　78

高　玉　片　山　彰　祐　74

滝　野　鈴　木　久　子　82

十　王　堀　江　春　　　95

高　玉　髙　橋　咲　子　80

荒砥甲　小　川　作右衛門　104

荒砥甲　向　田　永　助　84

荒砥乙　大　友　幸　子　55

高　岡　齋　藤　昭　夫　83

荒砥甲　多　田　良　子　89

【2月1日～2月28日届出】
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生
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正
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百
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�
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大
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思
�
�
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�
自
分
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�
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�
思
�
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�
高

田
川
部
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�
齋
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�
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自
己
紹
介
文
�
掲
載
�
�
�
�
�
�
�
�

応
援
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

皆
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
春
�
新
天
地
�
進
�
�
�
皆
�
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�
�
活
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�
期
待
�
�
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�
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�
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�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

住所 父母の名 子の名

荒砥乙 長谷部 優　和 日
に

　虹
に

玲央菜

浅　立 髙橋 孝　二 諒
りょう

　成
せい

冬　美

中　山 大滝 和　幸 友
ゆ

　彩
い

彩

黒　鴨 原田 宏　一 桜
おう

　果
か

みお奈

浅　立 村上 利　晴 颯
はやて

紀　子

萩　野 守谷 俊一郎 宗
そう

汰
た

郎
ろう

晶　子

広　野 鈴木 清　登 心
こ

　陽
はる

愛

荒砥乙 和田 真　人 伍
いつ

　生
き

優　子

N
o.1060

2011-3
-14

　　氏　　　名　　　  住所

（長谷部　幸　樹　　高　玉
岩　﨑　絵　理　　青森県

（佐　藤　孝　幸　　畔　藤
渡　部　冴　香　　山　口

ご結婚おめでとう

みんなで広げる
信　通

サ
ークル

輪

白鷹町スキー連盟（代表　新野吉彦 さん）

◆
結
成
は
？

�
昭
和
51
年
�
�
今
年
35
年
目
�

迎
�
�
老
舗
団
体
�
�
�

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

�
20
代
�
�
70
代
�
�
�
40
人
�

活
動
�
�
�
�
�
�

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

�
�
�
�
�
�
�
�
好
�
�
�
�

�
�
単
�
�
�
�
�
�
�
�
笑
��

◆
活
動
内
容
は
？

�
�
�
�
大
会
�
�
�
�
�
�
�
�

会
員
�
各
種
研
修
�
加
�
�
白
鷹

�
�
�
場
�
草
刈
�
�
�
�
環
境

�
�
�
�
�
�
�
�
努
�
�
�
�

�
�
�
�
�
全
日
本
�
�
�
選
手

権
大
会
県
予
選
�
出
場
�
�
人
�

決
勝
�
進
出
�
�
�
�
�

◆
練
習
日
は
？

�
毎
週
木
曜
�
�
�
�
�
練
習
�

�
�
�
�
�

◆
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
る
の
？

�
毎
回
�
�
�
�
決
�
�
上
達
�

向
�
�
練
習
�
�
�
�
�
�
�

◆
楽
し
い
と
こ
ろ
・
魅
力
は
？

�
新
雪
�
�
�
�
乗
�
�
�
�
�

�
�
�
上
達
�
感
�
�
�
�
�
�

�
楽
�
�
倍
増
�
�
�

◆
最
後
に
ひ
と
言
︵
お
知
ら
せ
︶

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
終
了
�

�
�
�
�
残
�
�
�
期
間
�
存
分

�
楽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一

緒
�
楽
�
�
�
�
�
�
�

�
連
絡
先�

大
木
�
町
教
育
委
員

会
内
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

VOL.15

みんなでスラローム（町営スキー場）


